
 

ＪＡ市原市 自己改革取組宣言 

 

 

これまでも、これからも、地域とともに 

ＪＡ市原市は総合事業を展開します。 

 
 

 

 

 

 

 

協同組合とは、組合員の一人ひとりが力をあわせ、みんなの願いをかな

えていく組織です。 

 
〇ＪＡは、農業者（正組合員）が組織する協同組合です。農業者の営農と生活を支え

るため、様々な事業を総合的に展開しています。 

 

〇農業者の所得向上や地域農業の振興を目的に、農産物の販売や信用事業（ＪＡバン

ク）、共済事業（ＪＡ共済）などの様々な事業を、営農相談や暮らしの相談活動を通

じて、総合的に結び付け、地域農業の振興や地域づくりに取り組んでいます。 

 

〇農業者以外の方でも、ＪＡ各事業をご利用して頂ける方は、准組合員として加入い

ただいております。 

 

〇信用事業や共済事業などを含めた総合事業全体の収支のなかで実施しているから

こそ、ＪＡの経営基盤が安定し、営農指導員の配置や農業施設投資が可能となりま

す。正組合員のみならず、准組合員の事業利用が地域農業の振興には不可欠といえ

ます。 

   

 

「農業者の所得増大」と「農業生産の拡大」に向けたＪＡの主な取り組み

は、次のとおりです。 

 
（１）市場出荷や直売施設での販売に加え、企業・スーパー等での直接販売に取り組

みます。 

（２）販売先（実需者）ニーズのある要望品目を、商流・物流を明確化したうえで、

意欲ある生産者を募り、協議会を立ち上げ、1 品目販売額 1 億円を目指した生産

振興を実施します。 

（３）農産物生産履歴システムの導入やＧＡＰ指導員を中心にＧＡＰ基準の周知・普

及を行い、安全・安心な地域特産農産物として差別化・ブランド化を図ります。 

 

宣言日：令和元年 7月 31日 

 
※具体的な取り組みは「中期３カ年経営計画」「自己改革工程表」をご覧ください。 

「農業者の所得増大」と「農業生産の拡大」、「地域の活性化」の実現を目指

し、「組合員のアクティブ・メンバーシップ」の確立に取り組みます。 

また、「自己改革の実践を支えるＪＡ経営基盤」を強化し、「総合事業ならで

は」の強みを活かし、地域に必要とされる組織であり続けることを目指します。 

 

 



 

 
 
 

ＪＡ市原市 「不断の自己改革」取組宣言 
 

 

 ＪＡ市原市は、平成 31年より、組合員との徹底した対話に基づいて、「農業

者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とする創造的自

己改革の実践に全力で取り組んできました。 

 

 これまでの自己改革の取り組みにつきましては、令和元年に実施した「ＪＡ

の自己改革に関する組合員調査」等において、多くの正組合員の皆さまから、

一定の評価と自己改革に一層期待するとの声をいただくことができました。 

 また、多くの准組合員の皆さまからは、総合事業の必要性や地域農業を応援

したいとの声をいただくことができました。 

 

 ＪＡ市原市では、こうした組合員の皆さまの声に応え、正組合員と准組合員

が一体となった JA 運営を実現するため、准組合員を「正組合員とともに農業

や地域経済の発展を共に支える組合員」と位置付け、准組合員の声を経営に反

映するとともに、一層の事業利用と組合員組織や協同活動への参加を進めます。 

 

 今後とも、ＪＡ市原市は、地域になくてはならない JA であり続けるため、

自己改革の実践を支える持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化とともに、組合

員との徹底した対話を通じ、総合事業を基本として「不断の自己改革」に取り

組んでいきます。 

 

 
 
 


